
１
年
生
は
、
福
山
市
金
江
町
の

県
立
福
山
自
然
の
家
で
一
泊
二
日

の
集
団
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
・
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
協

力
し
て
い
く
中
で
得
ら
れ
る
達
成

感
な
ど
何
か
を
掴
ん
だ
よ
う
で
す
。

生
徒
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

・
今
回
の
研
修
で
は
集
団
行
動
の

難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
中
学
校

ま
で
は
５
〜
９
人
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
し
か
い
な
く
て
集
団
行
動
は
多

く
て
も
30
人
ぐ
ら
い
の
人
数
で
の

経
験
で
し
た
。
高
校
で
は
百
人
以

上
の
人
た
ち
と
の
団
体
行
動
だ
っ

た
の
で
と
て
も
と
ま
ど
い
ま
し

た
。
し
か
し
多
く
の
人
た
ち
と
の

交
流
が
で
き
て
有
意
義
で
し
た
。

・
集
団
行
動
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
好
き
勝
手
に
行
動
す
る
と

ま
と
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
、
一
人
一

人
が
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
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と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
挨
拶
を
す
る
こ
と
で

す
。
宿
泊
先
で
お
世
話
に
な
る
人

な
ど
、
様
々
な
人
に
積
極
的
に
挨

拶
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

三
つ
目
は
マ
ナ
ー
で
す
。
部

屋
・
ト
イ
レ
・
お
風
呂
の
利
用
の

仕
方
、
掃
除
な
ど
最
低
限
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、

学
校
生
活
や
家
庭
で
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
・
時
間
や
規
律
を
守
る
こ

と
に
加
え
、
自
主
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

様
々
な
場
面
で
、
役
割
分
担
を
越

え
て
働
い
て
い
る
姿
や
声
を
掛
け

合
い
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
、
非
常
に
頼
も
し
く
思
わ
れ
ま

し
た
。

５
月
19
日
、
福
山
大
学
創
設
者

で
、
福
山
大
学
名
誉
総
長
の
宮
地

茂
氏
が
、
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

91
歳
。
宮
地
茂
さ
ん
は
、
因
島
の

出
身
で
、
文
部
省
を
退
官
後
、
郷

里
の
因
島
に
近
い
福
山
に
大
学
を

建
設
さ
れ
、
因
島
を
こ
よ
な
く
愛

し
て
お
ら
れ
、
因
島
の
若
者
に
ぜ

ひ
福
山
大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
。

と
、
力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
因
島
高
校
を
支
援
す
る
会
」

で
は
、
平
成
13
年
３
月
と
、
平
成

16
年
２
月
の
２
回
、
福
山
大
学
を

訪
問
し
、
宮
地
名
誉
総
長
と
懇
談

し
、
大
学
の
推
薦
入
学
枠
の
お
願

い
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

宮
地
茂
総
長
の
こ
と
ば
を
振
り

か
え
っ
て
み
ま
し
た
。

貧
し
か
っ
た
子
ど
も
時
代

小
さ
い
こ
ろ
は
、
家
が
貧
し
か

っ
た
の
で
、
麦
と
イ
モ
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
母
親
の
「
コ
メ
の
食

べ
ら
れ
る
人
間
に
な
れ
。」
と
い

う
励
ま
し
を
胸
に
し
て
努
力
し
ま

し
た
。
貧
し
い
こ
と
は
、
体
験
し

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
母
は
、
貧

乏
を
か
け
て
す
ま
な
い
。
と
い
つ

も
話
し
て
い
た
。
し
か
し
、
金
持

ち
に
な
れ
と
は
、
言
わ
な
か
っ
た
。

親
孝
行
に
つ
い
て

親
孝
行
と
は
、
親
の
言
う
こ
と

を
よ
く
き
く
こ
と
。
病
気
を
し
な

い
。
親
孝
行
の
最
た
る
物
は
、
親

に
心
配
を
か
け
な
い
と
言
う
こ
と

で
す
。
親
と
漁
に
で
て
、
学
校
を

休
む
も
の
も
多
く
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
親
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と

が
、
親
孝
行
だ
と
言
わ
れ
た
時
代

で
し
た
。

な
ぜ
大
学
を
つ
く
っ
た
か

当
時
、
大
学
紛
争
が
激
し
く
、

東
大
の
安
田
講
堂
に
学
生
が
た
て

こ
も
り
、
全
共
闘
が
騒
い
で
い
た
。

大
学
は
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
疑

問
を
抱
き
、
理
想
と
す
る
大
学
を

建
設
し
よ
う
、
親
が
本
当
に
子
を

託
せ
る
よ
う
な
大
学
を
つ
く
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
と
感
じ
ま
し
た
。

福
山
を
選
ん
だ
理
由

郷
里
の
因
島
に
大
学
を
つ
く

り
、
因
島
の
子
ら
に
す
ば
ら
し
い

大
学
生
活
を
味
合
わ
せ
て
や
り
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
因

島
で
は
、
学
生
募
集
に
無
理
が
あ

る
と
思
い
、
近
い
と
こ
ろ
と
い
う

こ
と
で
、
因
島
や
、
備
後
地
区
の

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
考
え
て
、

福
山
に
決
め
ま
し
た
。

福
山
大
学
創
立
時
の
感
動

福
山
大
学
が
出
来
た
と
き
、
母

が
、
ゾ
ウ
キ
ン
を
10
枚
縫
っ
て
、

「
恥
ず
か
し
い
け
ど
、
わ
た
し
が

し
て
や
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
く
ら

い
だ
。
こ
れ
で
、
学
校
を
き
れ
い

に
し
な
さ
い
。」
と
、
渡
し
て
く

れ
た
。
何
を
貰
っ
た
よ
り
、
う
れ

し
か
っ
た
。
こ
の
ゾ
ウ
キ
ン
は
、

今
で
も
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

因
島
の
子
ど
も
た
ち
に
一
言

因
島
高
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

喜
ん
で
、
福
山
大
學
に
来
て
く
れ

る
か
と
思
っ
た
が
、
勘
違
い
だ
っ

た
。
ど
う
せ
親
元
を
離
れ
る
な
ら
、

遠
く
の
大
学
を
選
択
す
る
。

「
因
島
の
子
の
た
め
に
、
大
學

を
つ
く
り
ま
し
た
。」
と
は
、
因

島
以
外
の
地
域
の
人
に
は
言
え
な

い
が
、
私
が
、
自
分
の
故
郷
の
因

島
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
情
熱
、

気
持
ち
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

の
が
、
さ
み
し
い
。

３
月
24
日
（木）
〜
25
日
（金）
三
重
県

伊
勢
市
で
第
21
回
全
国
高
等
学
校

体
操
競
技
選
抜
大
会
が
行
わ
れ
、

本
校
か
ら
田
頭
剛
君
が
出
場
し
ま

し
た
。

田
頭
君
は
、
昨
年
の
全
国
高
校

総
体
（
体
操
競
技
）
で
上
位
入
賞

し
、
今
回
の
全
国
高
校
体
操
選
抜

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
ゆ
か
、
あ
ん

馬
、
つ
り
輪
、
跳
馬
、
平
行
棒
の

５
種
目
で
安
定
し
た
演
技
を
し
ま

し
た
が
、
鉄
棒
種
目
で
ま
さ
か
の

５
月
11
日
（水）
因
島
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
京
都
市
立
醒
泉

小
学
校
６
年
生
、
喜
多
浦
八
幡
太
鼓

（
伯
方
町
）、
島
鼓
美
（
瀬
戸
田
町
）、

西
浦
子
ど
も
水
軍
太
鼓
、
土
生
中
学

校
と
ら
い
・
や
る
、
の
５
団
体
が
参

加
し
、
第
17
回
子
ど
も
太
鼓
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

太
鼓
交
流
会
は
、
18
年
前
醒
泉

小
学
校
の
先
生
が
、
テ
レ
ビ
で
因
島

村
上
水
軍
陣
太
鼓
を
見
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
修
学
旅

行
の
地
と
し
て
因
島
を
選
び
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
途
中
１
年
阪
神
大
震

災
に
よ
り
開
催
で
き
な
か
っ
た
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
の

努
力
や
、
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
18

年
も
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

土
生
中
学
校
と
ら
い
・
や
る

土
生
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
水
軍
太
鼓
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
が
初
め
て
の
参
加

で
、
緊
張
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

徐
々
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
皆
が
楽
し
そ

う
に
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

喜
多
浦
八
幡
太
鼓

２
曲
演
奏
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
天
狗
太
鼓
は
、
天
狗
役
の
生
徒
が

こ
の
舞
台
を
最
後
に
引
退
す
る
よ
う

で
、
天
狗
役
の
生
徒
と
、
天
狗
を
支

え
る
打
ち
手
の
強
い
絆
で
結
ば
れ

た
、
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
演
奏
で

し
た
。

島
鼓
美

し
ま
な
み
海
道
沿
線
の
太
鼓
グ
ル

ー
プ
が
取
り
組
ん
で
い
る
、「
海
の

豊
饒
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。

西
浦
子
ど
も
水
軍
太
鼓

第
１
回
か
ら
ず
っ
と
参
加
し
て
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
児

童
生
徒
が
一
緒
に
な
り
、
活
き
活
き

と
元
気
よ
く
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演

奏
で
し
た
。

醒
泉
小
学
校

先
輩
達
か
ら
代
々
受
け
継
い
で
い

る
「
ぶ
ち
あ
わ
せ
太
鼓
」
を
演
奏
し

ま
し
た
。
緊
張
感
と
気
合
い
の
入
っ

た
演
奏
に
、
会
場
が
息
を
の
み
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
い
っ

ぱ
い
練
習
し
た
成
果
を
出
せ
た
」

「
緊
張
せ
ず
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
等
の
達
成
感
満
ち
あ
ふ
れ
る
感

想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
跳
楽
舞

今
年
は
最
後
に
皆
で
跳
楽
舞
を
踊

り
、
因
島
の
踊
り
で
気
持
ち
を
一
つ

に
し
喜
び
合
え
る
よ
う
に
と
、
醒
泉

小
学
校
に
因
島
村
上
水
軍
陣
太
鼓
の

メ
ン
バ
ー
が
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
指
導
に
い
き
ま
し
た
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
皆
が
笑
顔
で
一
緒

に
楽
し
く
跳
楽
舞
を
踊
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
生
懸

命
す
る
こ
と
や
共
に
感
動
し
あ
う
こ

と
の
大
切
さ

を
、
子
ど
も

た
ち
に
自
分

で
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に

も
、
こ
の
子

ど
も
太
鼓
交

流
会
が
続
く

こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

４
月
23
日
（土）
、
三
原
高
校
で
、

地
区
総
体
。
２
回
戦
の
尾
道
北
高

校
戦
は
３
対
１
で
勝
ち
、
準
決
勝

の
尾
道
高
校
戦
で
は
、
第
１
ダ
ブ

ル
ス
宮
地
成
美
・
村
上
さ
く
ら

組
、
第
２
ダ
ブ
ル
ス
三
浦
杏
美
・

村
上
加
純
組
、
第
１
シ
ン
グ
ル
ス

五
郎
畑
君
衣
が
尾
道
高
校
を
圧
倒

し
３
対
０
で
決
勝
へ
進
出
。

決
勝
戦
は
、
三
原
高
校
の
圧
倒

的
な
力
の
前
に
涙
を
の
み
ま
し
た
。

県
総
体
（
学
校
対
抗
戦
）
で
は
、

２
回
戦
突
破
が
で
き
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

卓
球
部

４
月
23
日
（土）
、
尾
三
地
区
予
選

会
（
個
人
戦
）
で
は
、
ダ
ブ
ル
ス

上
村
祐
介
・
岡
野
裕
平
が
ベ
ス
ト

８
、
シ
ン
グ
ル
ス
上
村
祐
介
ベ
ス

ト
16
、
山
本
優
花
、
山
口
詩
織
が

ベ
ス
ト
16
に
入
り
、
県
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
、
男
子
１
回
戦
御

調
高
校
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
９
〜
11
位
決
定
戦
で
、
久
井

高
校
に
３
―
２
、
豊
田
高
校
に
３

―
２
で
順
調
に
勝
ち
、
９
位
で
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

女
子
１
回
戦
は
、
大
崎
高
校
に

２
―
３
で
惜
し
く
も
敗
れ
、
５
〜

８
位
決
定
戦
で
尾
道
商
業
３
―

１
、
三
原
東
高
校
３
―
１
に
勝
ち
、

５
位
で
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

地
区
総
体
結
果
団
体
戦

２
回
戦
　
因
島
３
―
０
三
原

準
決
勝
　
因
島
２
―
０
尾
道
北

決
　
勝
　
因
島
０
―
２
尾
道
商

★
第
２
位
で
県
総
体
出
場
権
獲
得

個
人
戦

ベ
ス
ト
４
　
　
２
ペ
ア

ベ
ス
ト
８
　
　
１
ペ
ア

ベ
ス
ト
16

１
ペ
ア

ベ
ス
ト
32

１
ペ
ア

★
合
計
５
ペ
ア
が
県
総
体
出
場
権

獲
得

サ
ッ
カ
ー
部

地
区
総
体
結
果

●
予
選
リ
ー
グ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

第
１
節
　
因
島
２
―
１
忠
海

第
２
節
　
因
島
６
―
０
尾
道
東

グ
ル
ー
プ
１
位
で
準
決
勝
へ

●
準
決
勝

因
島
０
―
１
尾
道

●
県
総
体
出
場
決
定
戦

（
３
位
決
定
戦
）

因
島
４
―
２
三
原
東
　
　
　
　

★
県
総
体
一
回
戦
は
６
月
４
日
　
　

ｖ
ｓ
廿
日
市
高
校

女
子
バ
レ
ー
部

地
区
総
体
結
果

１
回
戦
　
因
島
０
―
２
尾
道
北

敗
者
戦
　
因
島
２
―
０
尾
道

敗
者
戦
　
因
島
２
―
０
瀬
戸
田

★
Ｂ
級
（
地
区
７
位
〜
10
位
）
で
、

県
総
体
出
場
決
定

３
月
19
日
（土）
、
第
６
回
定
期
演

奏
会
が
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
大
盛
況
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
上
下
町
の
安
原
さ

ん
、
上
下
町
は
府
中
市

と
合
併
し
た
が
、
上
下

町
ら
し
さ
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
、
上
下
町
の
活

力
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
、
懸
命
に
努
力
さ
れ

て
い
る
。

▼
因
島
も
来
年
は
じ

め
、
尾
道
に
編
入
合
併
の
予
定
だ
。

因
島
ら
し
さ
を
残
せ
る
よ
う
、
わ
れ

わ
れ
の
子
孫
の
た
め
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
切
に
感
じ
た
。

落
下
を
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

３
位
と
は
０．

９
０
０
点
差
で
、

惜
し
く
も
個
人
総
合
５
位
入
賞
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
跳
馬
で
は
、
２
位
に
０．

０
２
５
点
差
を
つ
け
る
９．

３
５

０
点
を
獲
得
し
、
種
目
別
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

今
夏
（
８
月
７
日
（日）
〜
９
日
（火）
）、

千
葉
市
で
行
わ
れ
る
平
成
17
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国高校体操選抜大会

跳馬　優勝
個人別総合　５位

全国高校体操選抜大会

跳馬　優勝
個人別総合　５位

田頭　剛君田頭　剛君

福
山
大
学
名
誉
総
長

因
島
市
名
誉
市
民

宮
地
茂
氏
逝
去
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子
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太
鼓
交
流
会

子
ど
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太
鼓
交
流
会

子
ど
も
太
鼓
交
流
会

子
ど
も
太
鼓
交
流
会

子
ど
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太
鼓
交
流
会

第17回

因
島
高
校

集
団
宿
泊
研
修
を
実
施
5/10
～11

宮地　茂氏

クラブ
活　動

鉄棒

跳馬

因島高校

文化祭
保護者のみなさま、市民のみな
さま、どうぞお待ちしています。

６月25日（土）



い
る
。

彼
女
は
、
演
劇
部
に
入
部
し

て
い
る
。
日
本
語
の
勉
強
に
な

る
か
ら
だ
、
と
い
う
。
ス
ポ
ー

ツ
は
空
手
に
入
部
。
友
人
が
で

き
る
と
積
極
的
で
あ
る
。
日
本

の
生
徒
の
中
に
忘
れ
ら
れ
た
輝

き
を
持
っ
て
い
る
留
学
生
を
み

て
い
る
と
、
教
師
の
私
も
パ
ワ

ー
を
も
ら
う
と
語
っ
て
い
る
。

―
中
国
と
の
交
流
を
い
か
し
た
国

際
感
覚
ゆ
た
か
な
高
校
で
す
ね
。

私
は
、
こ
の
中
国
の
高
校
の

顧
問
に
な
っ
て
お
り
、
一
年
に

一
度
は
、
訪
問
し
て
、
日
本
語

の
授
業
も
し
て
い
ま
す
。
本
年

４
月
、
副
市
長
、
教
育
長
、
校

長
ら
９
人
が
、
来
日
さ
れ
、
中

日
両
校
長
の
覚
書
が
調
印
さ
れ

た
。
中
国
の
校
長
は
、
留
学
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
訪
問

し
、
激
励
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

―
上
下
町
は
天
領
で
あ
り
、
代

官
所
や
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す

ね
。上

下
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

ど
ん
ど
ん
寂
れ
、
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
う
。

「
こ
こ
に
上
下
町
が
あ
っ
た

こ
と
」
を
残
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
の
思
い
か
ら
、
歴
史
資

料
館
を
設
立
。
江
戸
時
代
か
ら

明
治
に
か
け
て
、
上
下
は
俳
句

が
隆
盛
で
、
芭
蕉
の
流
れ
を
く

ん
だ
、
風
葉
と
い
う
、
著
名
な

俳
人
の
資
料
。

上
下
高
校
の
創
立
者
の
長
女

―
上
下
高
校
に
は
、
留
学
生
が

来
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。（
安
原

先
生
の
お
宅
に
は
、
リ
ー
さ
ん

と
い
う
高
校
３
年
生
の
留
学
生

が
い
ま
し
た
。
中
国
で
２
年
間

日
本
語
コ
ー
ス
で
学
び
、
こ
の

４
月
に
来
日
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
日
本
語
は
、
大
変
上
手
で

し
た
。）

５
年
前
、
上
海
近
郊
の
中
国

の
高
校
（
平
湖
市
職
業
中
等
教

育
校
）
か
ら
、
日
本
語
コ
ー
ス

を
作
り
た
い
と
、
上
下
国
際
親

善
協
会
に
依
頼
さ
れ
、
上
下
町

が
500
万
、
親
善
協
会
が
102
万
寄

贈
し
た
。
５
年
間
で
、
800
人
の

生
徒
が
、
日
本
語
コ
ー
ス
で
、

学
ん
で
お
り
、
中
国
で
も
重
点

校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
40
人
く
ら
い
が
、
日
本

で
勉
強
し
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
る
。
３
年
前
と
に
か
く
受
け

入
れ
よ
う
と
　
３
人
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
受

け
た
が
、
受

け
入
れ
家
庭

が
全
額
負
担

し
た
と
こ
ろ
、

１
年
間
約
100

万
入
用
の
た

め
、
翌
年
か

ら
は
、
留
学

生
本
人
が
食

費
な
ど
、
30

万
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。（
１
年
間

学
ぶ
。）

留
学
生
の
制
服
代
、
教
科
書

代
、
修
学
旅
行
代
を
、
上
下
町

が
負
担
。
合
併
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
、
府
中
市
と
確
認
し
て

い
る
。

―
上
下
高
校
で
の
評
判
は
い
か

が
で
す
か
？

現
在
３
年
生
が
３
人
在
学
し

て
い
る
。（
聴
講
生
の
扱
い
。）

上
下
高
校
の
生
徒
は
、「
中

国
の
子
ら
は
、
す
ご
い
。」
と
、

い
い
意
味
で
の
刺
激
に
な
っ
て

５
月
15
日
、
上
下
町
に
、
安
原
定
子
さ
ん
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
安
原
さ
ん
は
、

14
年
間
上
下
町
教
育
長
と
い
う
要
職
に
あ
り
上
下
町
の
教
育
、
こ
ど
も
た
ち
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
上
下
町
が
、
府
中
市
と
合
併
し
た
た

め
、
教
育
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
が
、「
広
島
県
立
上
下
高
校
を
発
展
さ
せ
る
会
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
下
国
際
親
善
協
会
」
を
創
立
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

因
島
高
校
を
支
援
す
る
会
の
幹
事
の
、
村
井
圭
一
と
村
上
正
則
が
訪
問
し
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
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Ｐ
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か
？
と
言
い
た
い
。
大
き
い
学

校
を
残
す
の
で
な
く
、
魅
力
あ

る
地
元
の
特
色
あ
る
高
校
が
存

続
す
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

―
発
展
さ
せ
る
会
会
長
と
し
て
、

上
下
高
校
の
夢
が
あ
り
ま
す
か
。

５
年
前
、
県
教
育
委
員
会
に

陳
情
し
た
際
、
上
下
高
校
の
将

来
構
想
を
聞
か
れ
た
の
で
、「
学

校
の
コ
ー
ス
の
見
直
し
、
国
際

化
を
目
指
す
。
各
国
か
ら
の
留

学
生
は
、
日
本
語
の
１
級
取
得

を
目
指
す
。
日
本
人
の
生
徒
は
、

英
語
の
１
級
か
、
２
級
獲
得
を

め
ざ
す
。
語
学
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
、
様
式

を
学
ぶ
。
日
本
の
文
化
で
は
、

茶
道
、
剣
道
、
空
手
な
ど
。

近
隣
の
中
学
校
の
み
な
ら
ず
、

寮
の
設
備
も
残
っ
て
お
り
、
世

界
中
か
ら
、
生
徒
を
集
め
た
い
。

今
後
も
特
色
あ
る
地
域
の
学

校
を
め
ざ
し
て
夢
を
も
っ
て

「
今
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な
ス
タ

ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
し
た
い
」。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
長
い
間
の
国
際
交
流
が
、

上
下
の
こ
ど
も
た
ち
、
上
下
高

校
へ
と
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。
今
後
と
も
ご
活
躍
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―
本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
お

邪
魔
い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち

も
、
因
島
高
校
を
存
続
し
、
市

民
か
ら
慕
わ
れ
る
魅
力
あ
る
高

校
に
す
る
た
め
に
、「
因
島
高

校
を
支
援
す
る
会
」
を
作
り
、

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
広

島
県
立
上
下
高
校
を
発
展
す
る

会
」
に
つ
い
て
、
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

上
下
高
校
は
、
85
年
前
、
岡

田
胖
十
郎
氏
が
、「
こ
れ
か
ら

は
、
教
育
と
産
業
が
、
大
切
で

あ
る
。」
と
、
私
学
を
起
こ
し
た
。

近
年
、
生
徒
の
減
少
が
続
い

て
お
り
、
高
校
の
存
続
を
力
強

く
推
進
す
る
た
め
、
同
窓
会
・

高
校
校
区
内
に
呼
び
か
け
、
昨

年
10
月
、「
県
立
上
下
高
校
を

発
展
さ
せ
る
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
同
窓
会
も
熱
心
に
学
校

存
続
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
な

り
、
80
万
を
会
に
拠
出
し
て
も

ら
っ
た
。

上
下
中
か
ら
は
、
約
40
％
の

進
学
率
。
あ
と
は
、
私
学
、
府

中
、
世
羅
、
三
次
な
ど
に
進
学

す
る
。

「
発
展
さ
せ
る
会
」
と
し
て

は
「
ど
う
し
て
上
下
高
校
へ
の

希
望
者
が
少
な
い
の
か
」
校
区

の
中
学
校
を
訪
問
し
、
聞
い
て

回
っ
た
。
受
験
校
区
の
中
学
校

の
意
見
（
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
、

講
師
派
遣
、
学
力
補
習
等
）
を

伝
え
、
実
力
の
あ
る
・
夢
の
あ

る
・
魅
力
の
あ
る
学
校
に
す
る

た
め
の
協
議
を
し
た
。

今
ま
で
は
毎
年
、
定
員
割
れ

で
あ
っ
た
が
、
努
力
の
甲
斐
あ

っ
て
、
今
年
は
定
員
を
４
人
オ

ー
バ
ー
し
た
。

―
町
の
人
の
関
心
も
高
ま
り
ま

し
た
か
？

先
ず
本
年
３
月
末
、
強
化
合

宿
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
た
（
経

費
の
一
部
30
万
円
を
提
供
し

た
）。
生
徒
、
保
護
者
に
喜
ば

れ
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
生

徒
の
勉
学
へ
の
関
心
は
高
ま
っ

て
い
る
。

ま
た
高
校
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
作
成
し
、
校
区
に
は
り

進
学
希
望
を
促
進
し
て
い
る
。

今
で
は
上
下
高
校
は
飛
躍
し
て

お
り
、
町
内
の
人
気
も
上
昇
し

て
い
る
。

管
理
職
の
一
念
、
先
生
の
指

導
力
は
何
よ
り
も
学
校
を
変

え
、
生
徒
が
成
長
す
る
原
動
力

で
あ
る
と
思
う
。
今
後
も
支
援

を
つ
づ
け
た
い
。

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
国
際
親
善
協
会
」

と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

上
下
国
際
親
善
協
会
は
中
国

と
、
10
年
以
上
交
流
し
て
い
ま

す
。
上
下
町
の
小
学
生
15
人
、

先
生
６
人
を
毎
年
中
国
へ
１
週

間
派
遣
し
、
国
際
交
流
を
深
め

て
い
た
。

派
遣
さ
れ
る
小
学
生
は
、
日

本
の
代
表
だ
と
い
う
自
覚
の
も

と
、
あ
い
さ
つ
を
は
っ
き
り
し

た
り
、
自
分
の
意
見
を
自
信
を

持
っ
て
述
べ
る
よ
う
、
指
導
し

ま
す
。
中
国
で
の
交
流
は
日
本

の
伝
統
文
化
の
発
展
（
日
本
舞

踊
、
空
手
、
音
楽
等
）
ス
ポ
ー

ツ
で
は
、
100
メ
ー
ト
ル
競
争
や

卓
球
等
の
試
合
を
し
ま
す
。

合
併
後
も
継
続
で
き
る
よ

う
、
合
併
協
議
会
で
、
府
中
市

に
提
案
し
た
。
合
併
後
の
昨
年

度
は
、
全
体
か
ら
10
人
（
上
下

か
ら
５
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
下
に
は
20
年
前
よ
り
企
業

研
修
生
、
国
際
結
婚
者
も
あ
り
、

相
談
窓
口
や
勉
強
会
も
必
要
で

あ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
国
際
交

流
・
理
解
を
進
め
よ
う
と
、
上

下
国
際
親
善
協
会
を
、
昨
年
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
法
人
）
に

し
、
会
員
を
つ
の
り
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

―
先
生
方
の
感
想
は
い
か
か
で

す
か
。

先
生
方
が
、
中
国
に
行
っ
た

こ
と
は
大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
。

例
え
ば
中
国
で
は
、
国
旗
国

歌
を
と
て
も
大
事
に
す
る
。
小

学
一
年
生
で
も
、
国
旗
掲
揚
の

と
き
は
、
姿
勢
を
正
し
て
、
全

員
一
糸
乱
れ
ず
注
視
し
て
い

る
。
児
童
が
、
た
た
ま
れ
た
国

旗
を
丁
寧
に
大
事
そ
う
に
胸
に

か
か
え
て
、
持
っ
て
く
る
、
こ

う
い
う
姿
を
実
際
に
見
て
、

「
日
本
も
自
国
の
国
旗
国
歌
も

大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
を
実
感
し
た
。」
と
、
教
員

が
感
動
し
て
い
る
。

相
手
の
国
を
尊
重
し
、
国
際

化
、
国
際
感
覚
の
育
成
の
一
助

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
多
い
。

岡
田
美
知
代
（
ア
ン
ク
ル
ト
ム

を
翻
訳
、
日
本
人
で
は
第
一
人

者
）
は
、
田
山
花
袋
に
入
門
、

有
名
な
「
蒲
団
」
の
モ
デ
ル
で

も
あ
り
、
女
流
文
学
者
で
あ
る

こ
と
か
ら
そ
の
生
涯
を
教
育
委

員
会
が
、
中
心
に
な
り
、
郷
土

の
貴
重
な
文
化
と
し
て
研
究
を

つ
づ
け
展
示
。

岡
田
家
を
改
造
し
て
、
歴
史

博
物
館
と
し
、
上
下
の
歴
史
、

昔
話
の
伝
承
の
場
を
設
け
て
い

る
。

―
府
中
市
と
合
併
し
て
い
か
が

で
す
か
？
上
下
の
教
育
、
子
ど

も
達
の
た
め
に
高
校
も
大
切
に

育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。平

成
の
合
併
に
よ
っ
て
、
地

方
で
地
道
に
努
力
し
て
き
た
日

本
の
底
力
が
失
わ
れ
て
い
く
。

合
併
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
力
は

弱
ま
り
、
み
ん
な
力
が
抜
け
て

き
た
と
い
う
感
は
い
な
め
な
い
。

商
工
会
も
、「
高
校
生
が
い

る
か
ら
、
町
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
若
い
人
た
ち
が
出
て
行
か

な
い
よ
う
、
商
工
会
も
一
緒
に

な
っ
て
上
下
高
校
を
残
す
運
動

を
し
よ
う
。」
と
支
援
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

上
下
町
が
、
府
中
市
と
合
併

し
て
、
教
育
が
、
以
前
よ
り
バ

ッ
ク
し
な
い
よ
う
提
案
し
て
い

ま
す
が
、
教
育
予
算
は
、
約
10

分
の
１
に
な
っ
た
。

合
併
時
は
教
科
書
問
題
、
方

針
、
内
容
、
生
涯
学
習
に
関
す

る
課
題
を
も
っ
と
慎
重
に
検
討

す
べ
き
で
あ
っ
た
。

合
併
協
議
会
で
の
府
中
市
と

上
下
町
の
合
意
事
項
の
実
現
に

向
け
て
、
声
を
大
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

小
さ
い
学
校
で
も
良
い
環
境

で
、
着
実
に
こ
ど
も
を
育
て
て

い
く
こ
と
も
意
義
が
あ
り
ま

す
。
人
が
多
い
だ
け
が
、
い
い

の
か
？
人
数
だ
け
が
、
ね
う
ち

上下高校のポスター

村井さん　　　　　　　　安原理事長

村上正則さん・リーさん（留学生）・安原理事長


